
一般質問

令和３年（２０２１年）１月３１日５ こだいら 市　議　会　だ　よ　り
 

質
問　

臼　

年
間
に
お
い
て
、
市
長

１６

が
公
開
、
参
加
、
協
働
、
自
治
を
市

政
の
原
則
に
据
え
た
こ
と
で
小
平
市

は
ど
の
よ
う
に
変
革
を
遂
げ
た
か
。

　

渦
今
後
の
市
政
運
営
に
お
い
て
課

題
と
捉
え
る
こ
と
と
対
処
方
針
は
。

市
長　

臼
一
方
向
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

で
は
な
く
双
方
向
の
多
様
な
担
い
手

に
よ
る
新
し
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
構
築

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
自
治
基
本
条

例
の
制
定
や
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
開
設
、
い
き
い
き
協
働
事
業
等
を

展
開
し
て
き
た
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽

培
発
祥
の
地
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
等

を
行
っ
た
ほ
か
、
市
民
に
よ
る
日
本

小

林

市

長　

年

間

の

１６

市

政

運

営

を

問

う

一
丸
ポ
ス
ト
の
製
作
な
ど
市
民
等
が

地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
な
る
よ
う

取
組
を
推
進
し
て
き
た
。
教
育
委
員

会
と
の
関
係
で
は
、
放
課
後
子
ど
も

教
室
等
の
取
組
で
地
域
の
人
に
支
え

手
と
な
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

渦
最
優
先
課
題
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
が
あ
る
。
駅

前
再
開
発
事
業
等
を
推
進
し
、
水
や

緑
の
憩
い
の
空
間
が
適
切
に
保
全
さ

れ
た
快
適
性
と
利
便
性
が
調
和
し
た

ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。
持
続

可
能
な
行
財
政
運
営
確
保
に
は
事
務

事
業
の
選
択
と
集
中
を
進
め
、
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
着
実
な
推
進
、

 
Ｓ 
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
時
代
を
見

※
５据

え
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
業
務

効
率
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
質
問　

臼
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
で
期
待
さ

れ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
は
。

　

渦
学
校
以
外
の
公
共
施
設
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
へ
の
進
捗
と
今
後
の
取
組
は
。

教
育
長　

臼
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
予
定
し
て

い
る
小
・
中
学
校
の
照
明
器
具
に
つ

い
て
、
現
在
の
消
費
電
力
の
約
６
割

を
削
減
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

市
長　

渦
昨
年
度
末
現
在
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
の
導
入
率
は　
・
７
％
で
あ
る
。

１０

今
後
は
、
第
三
次
環
境
基
本
計
画
等

に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
位
置
づ
け
る
と
と
も

に
、
来
年
度
に
は
市
民
総
合
体
育
館

等
で
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を
実
施
す
る
な

ど
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進
し
て
い
く
。

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
等
で
室
内
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
推
進
を

 
質
問　

臼
都
内
自
治
体
の
半
数
が
設

置
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
は
。

　

渦
設
置
に
必
要
な
経
費
に
対
す
る

国
の
補
助
金
が
延
長
さ
れ
た
こ
と
と
、

立
ち
上
げ
初
期
に
利
用
で
き
る
都
の

補
助
金
活
用
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

市
長　

臼
東
京
都
居
住
支
援
協
議
会

に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、

居
住
支
援
の
取
組
の
情
報
収
集
を
し

て
い
る
。
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
は
、

引
き
続
き
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、

よ
り
細
や
か
な
支
援
に
努
め
て
い
く
。

　

渦
現
段
階
で
活
用
は
考
え
て
い
な

い
が
、
区
市
町
村
の
協
議
会
設
立
の

後
押
し
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
窓
口
と
し
て

居
住
支
援
協
議
会
設
置
に
着
手
を

 
質
問　

臼
市
内
の
ゾ
ー
ン　

の
整
備

３０

状
況
と
そ
の
効
果
へ
の
認
識
は
。

　

渦
中
宿
通
り
を
通
学
路
に
利
用
す

る
東
村
山
市
内
の
私
立
中
学
校
生
徒

等
が
多
数
見
ら
れ
る
が
、
交
通
安
全

対
策
の
情
報
交
換
等
を
行
っ
た
か
。

市
長　

臼
小
平
第
八
小
学
校
と
鈴
木

小
学
校
の
周
辺
区
域
と
、
小
平
第
十

二
小
学
校
周
辺
区
域
の
２
か
所
で
実

施
し
て
お
り
、
交
通
管
理
者
か
ら
は
、

一
定
の
交
通
事
故
抑
止
効
果
等
が
認

め
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

渦
生
徒
の
安
全
確
保
へ
の
意
見
等

が
あ
っ
た
際
は
必
要
に
応
じ
学
校
に

伝
え
安
全
指
導
を
お
願
い
し
て
い
る
。

中

宿

通

り

周

辺

の

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
産
後
ケ
ア
事
業
は
、
原
則

産
後
４
か
月
だ
が
、
期
間
の
延
長
は
。

　

渦
多
胎
児
サ
ー
ク
ル
な
ど
市
民
団

体
と
協
働
し
て
支
援
策
の
充
実
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

市
長　

臼
生
後　

日
を
過
ぎ
た
人
や

５７

４
か
月
を
超
え
て
支
援
を
希
望
す
る

人
に
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
等
を
紹
介
す
る
こ
と
な
ど
で
切

れ
目
の
な
い
支
援
に
努
め
て
い
る
。

　

渦
妊
婦
面
接
の
際
、
多
胎
児
を
妊

娠
し
て
い
る
人
へ
多
胎
児
サ
ー
ク
ル

作
成
の
冊
子
の
配
付
等
を
し
て
い
る
。

今
後
も
地
域
の
子
育
て
グ
ル
ー
プ
等

と
協
働
し
支
援
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

安
心
し
て
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

き
め
細
か
な
子
育
て
支
援
策
を

 
質
問　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
５
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
を
達
成
す

る
た
め
に
市
の
果
た
す
役
割
と
は
。

市
長　

小
平
ア
ク
テ
ィ
ブ
プ
ラ
ン　
２１

の
基
本
理
念
で
あ
る
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
家
庭
や
地

域
で
も
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

 
質
問　

発
災
時
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
情
報
の
収
集
と
伝
達
の
取
組
は
。

市
長　

収
集
は
災
害
協
定
で
の
ド
ロ

ー
ン
等
、
伝
達
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
が
あ
る
。

社
会
の
中
で
誰
も
が
平
等
で
あ
る
た
め
に

震

災

を

忘

れ

ず

、

防
災
・
減
災
に
取
り
組
む
べ
き

 
質
問　

臼
国
、
東
京
都
、
市
の
役
割

の
再
整
理
を
行
う
べ
き
で
は
。

　

渦
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の
考
え
は
。

市
長　

臼
国
や
都
が
全
国
的
・
広
域

的
な
視
点
に
立
ち
、
市
は
市
の
特
性
、

実
情
等
に
即
し
た
地
域
づ
く
り
を
担

う
こ
と
が
基
本
に
な
る
。
適
切
な
役

割
分
担
や
連
携
を
行
い
必
要
か
つ
的

確
な
施
策
を
積
極
的
に
展
開
す
る
。

　

渦
新
し
い
生
活
様
式
を
踏
ま
え
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
等
に
も
資
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
将
来
的
に
は
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
で
職
員
に
し
か
で
き
な
い

業
務
へ
の
職
員
配
置
が
必
要
で
あ
る
。

コ

ロ

ナ

禍

に

お

け

る

地
方
自
治
体
の
役
割
と
は

 
質
問　

臼
市
の
自
治
会
の
設
置
率
及

び
自
主
防
災
組
織
率
は
。

　

渦
避
難
所
に
災
害
弱
者
の
ス
ペ
ー

ス
確
保
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　

嘘
避
難
行
動
要
支
援
者
の
情
報
の

収
集
及
び
共
有
の
方
法
と
、
そ
の
情

報
を
知
り
得
る
市
内
の
団
体
は
。

　

唄
要
配
慮
者
の
自
宅
へ
の 
感 
震
ブ

※
７

レ
ー
カ
ー
設
置
補
助
の
検
討
は
。

市
長　

臼
令
和
元
年
９
月
１
日
時
点

で　
の
自
治
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

３６４
加
入
率
は　

・
２
％
で
あ
る
。
自
主

３６

防
災
組
織
の
組
織
率
は
、
令
和
２
年

　

月
１
日
時
点
で　
・
５
％
で
あ
る
。

１１

２３

　

渦
妊
産
婦
や
障
害
者
等
の
配
慮
が

災

害

弱

者

に

対

す

る

市
の
支
援
体
制
を
問
う

必
要
な
人
に
は
、
で
き
る
限
り
福
祉

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
な
ど
の
配
慮
を

す
る
と
と
も
に
二
次
避
難
所
へ
移
動

し
て
も
ら
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　

嘘
毎
年
、
新
た
に
対
象
と
な
る
人

に
名
簿
登
録
の
案
内
を
し
、
４
年
に

１
度
、
登
録
者
情
報
を
確
認
し
て
い

る
。
ま
た
、
例
年
３
月
に
避
難
行
動

要
支
援
者
登
録
名
簿
の
作
成
後
、
小

平
消
防
署
、
小
平
警
察
署
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
や
協
定
を
締
結
し
た

自
治
会
等
に
名
簿
を
提
供
し
て
い
る
。

　

唄
現
時
点
で
は
、
要
配
慮
者
を
対

象
に
し
た
補
助
事
業
は
検
討
し
て
い

な
い
が
、
引
き
続
き
、
総
合
防
災
訓

練
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
、
様
々

な
機
会
を
捉
え
、
自
助
に
よ
る
設
置

の
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

 
質
問　

臼
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
か
ら
の
運

転
音
に
よ
り
不
眠
等
の
症
状
が
発
生

し
た
報
告
が
あ
る
か
。

　

渦
低
周
波
音
測
定
評
価
方
法
講
習

会
へ
の
市
の
参
加
状
況
と
内
容
は
。

　

嘘
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
設
置
モ
ニ

タ
ー
助
成
制
度
の
助
成
件
数
は
。

市
長　

臼
直
近
５
年
で
２
件
あ
っ
た
。

　

渦
新
任
の
担
当
者
等
が
参
加
し
て

い
る
。
内
容
は
、
低
周
波
音
問
題
に

対
応
可
能
な
人
材
の
確
保
等
を
目
的

に
、
低
周
波
音
の
基
礎
や
測
定
方
法
、

行
政
の
対
応
方
法
等
で
あ
る
。

　

嘘
昨
年
度
末
ま
で
の
累
計
で
、
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
千
２
百　
件
、

７５

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
に
よ
る

健

康

被

害

に

つ

い

て

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
は
千　

件
で
あ
る
。

１３

 
質
問　

臼
臨
時
休
校
後
に
お
け
る
自

主
休
校
者
へ
の
学
び
の
対
応
は
。

　

渦
市
立
小
・
中
学
校
で
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

Ｉ
Ｄ
を
取
得
し
た
学
校
が
あ
る
か
。

　

嘘
情
緒
障
害
特
別
支
援
学
級
固
定

学
級
を
つ
く
る
予
定
は
あ
る
か
。

教
育
長　

臼
定
期
的
連
絡
や
放
課
後

に
学
校
に
来
ら
れ
る
児
童
等
へ
の
面

談
な
ど
学
び
の
継
続
に
努
め
て
い
る
。

　

渦
授
業
等
の
ほ
か
事
情
に
よ
り
登

校
で
き
な
い
児
童
・
生
徒
の
支
援
等

へ
の
活
用
で
取
得
し
た
学
校
が
あ
る
。

　

嘘
設
置
予
定
は
な
い
が
、
他
自
治

体
の
研
究
の
推
進
を
検
討
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
っ
た

学
習
環
境
を
用
意
で
き
て
い
る
か

 
質
問　

臼
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

の
段
差
な
ど
特
に
多
く
寄
せ
ら
れ
る

意
見
を
踏
ま
え
る
べ
き
だ
が
、
再
開

発
組
合
の
調
査
検
討
状
況
の
把
握
は
。

　

渦
市
も
丁
寧
な
情
報
発
信
に
努
め

る
べ
き
だ
が
、
今
後
の
検
討
事
項
や

組
合
と
共
に
準
備
し
て
い
る
こ
と
は
。

市
長　

臼
説
明
会
等
で
周
辺
住
民
や

障
害
者
団
体
か
ら
得
た
意
見
等
を
組

合
と
共
有
し
、
対
応
策
も
共
に
検
討

す
る
な
ど
把
握
に
努
め
て
い
る
。

　

渦
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
動
画

配
信
な
ど
丁
寧
な
情
報
提
供
に
努
め

て
い
る
。
今
後
も
、
出
前
講
座
の
実

施
や
パ
ネ
ル
展
の
開
催
等
で
整
備
計

小
川
駅
西
口
再
開
発
は
地
域
と

利
用
者
の
理
解
を
得
な
が
ら
進
め
よ

画
の
周
知
に
努
め
る
な
ど
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼　

月
に
小
平
市
が
日
本
初

１０

の
取
組
と
し
て
行
っ
た
ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て　

月
の
実

１２

施
に
向
け
た
強
化
点
と
検
討
事
項
は
。

　

渦
日
本
初
の
取
組
で
何
を
得
た
か
。

市
長　

臼
店
舗
に
は
大
型
の
ポ
ス
タ

ー
を
追
加
配
布
す
る
な
ど
広
報
を
強

化
す
る
ほ
か
、
消
費
喚
起
や
満
足
度

の
向
上
を
図
る
た
め
、
対
象
店
舗
の

拡
大
と
と
も
に
、
上
限
額
を
１
回
当

た
り
千
円
か
ら
３
千
円
に
変
更
す
る
。

　

渦
事
業
実
施
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
得
ら
れ
た
ほ
か
、
積
極
的
に
店

舗
支
援
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
せ
た
。

日
本
初
の
取
組
を
通
じ
て

何
を
学
び
今
後
の
施
策
に
生
か
す
の
か小川駅西口再開発に係るパネル展の様子

竹
井
よ
う
こ
議
員

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

小
林
市
長　

年
間
の
市
政
運
営

１６

 

川　

浩
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

 
E 
S
C
O
事
業
等
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

※
６削

減
推
進
を
／
居
住
支
援
協
議
会
設
置

山
岸
真
知
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